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水
問
題
、
途
上
国
に
支
援
を

Ｐ
Ｉ
の
活
用
や
膜
分
離
技
術

検水

更に

歪夢
言る

外
務
省
が
委
嘱
し
た

「水

に
関
す
る
有
識
者

・
実
務
者

検
討
会
」
（共
同
座
長
川
沖

大
幹

・
東
大
教
授
、
中
山
幹

康

・
東

大

大

学

院

教

授
）

は
、
今
年
７
月
の
Ｇ
８
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ

め
と
す
る
今
後
の
〃水
問
題
〃

の
国
際
的
取
り
組
み

へ
の
提

言
を
ま
と
め
た
。
検
討
会
は

水
に
関
す
る
各
分
野
の
有
識

者
と
行
政
の
第

一
線
に
い
る

実
務
者
で
構
成
さ
れ
た
。

提
言
は

「安
全

・
安
心
で

快
適
な
水
循
環
社
会
の
実
現

の
た
め
に
」
と
題
さ
れ
た
。

水
が
人
間
の
安
全
保
障
を
支

え
て
い
る
こ
と
な
ど
の
現
状

認
識
か
ら
、
気
候
変
動
に
よ

る
水
資
源

へ
の
影
響
、
総
体

的
な
水
不
足
の
影
響
な
ど
今

後
の
懸
念
を
挙
げ
た
。
そ
の

上
で
Ｇ
８
参
加
国
な
ど
の
先

進
国
は
水
問
題
を
政
治
主
導

に
よ
り
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど

の
戦
略
方
針
を
示
し
た
。

具
体
的
な
行
動
と
し
て
先

進
国
、
特
に
Ｇ
８
参
加
国
は

途
上
国
が
２
０
■
５
年
ま
で

に
安
全
な
水
や
基
本
的
な
衛

生
設
備
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
人
口
の
半
減
を
目
指
し
た

ミ
レ
エ
ア
ム
開
発
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行

う
べ
き
と
し
た
。
支
援
策
の

ア
イ
デ
ア
に
は

「Ｐ
Ｉ
を
活

用
し
た
業
務
改
善
の
推
進

・

強
化
に
よ
る
飲
料
水
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
向
上
」
「
ユ
ニ
ッ

ト
型
処
理
施
設
な
ど
低
コ
ス

ト
で
機
動
的
な
下
水
道
技

術
」
「膜
分
離
水
処
理
技
術

の
世
界

へ
の
普
及
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

検
討
会
は
昨
年
９
月
か
ら

３
回
の
会
合
を
開
催
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
。

【
有
識
者
】
▽
沖
大
幹

・

東
大
生
産
技
術
研
究
所
教
授

▽
滝
沢
智

・
東
大
大
学
院
工

学
系
研
究
科
教
授
▽
中
山
幹

康

・
東
大
大
学
院
新
領
域
創

世
科
学
研
究
科
教
授
▽
吉
村

和
就

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
Ｇ
Ｗ
Ｊ
代

表
▽
渡
退
紹
裕

・
総
合
地
球

環
境
学
研
究
所
教
授

【
実
務

者
】
▽
外
務
省

（取
り
ま
と

め
）
▽
文
科
省
▽
厚
労
省
▽

農
水
省
▽
経
産
省
▽
国
交
省

▽
環
境
省
▽
国
際
協
力
銀
行

▽
国
際
協
力
事
業
団


